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ここがポイント！【研究内容】

生き物と人工物を貫く
「知の源泉の共通原理」って？
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AI が注目を集め、人間を超える人工物の開発が目指されている今
日この頃。しかし実は、自然界には脳がなくても賢くふるまう生
き物がたくさんいます。いったい、どういうことなのでしょうか !?
もしかしたら、「知能」という実態はなくて、知能を感じるから
知能の存在を確信しているだけなのかもしれません。まさにフッ
サールの現象学的考え方です。本グループでは、「知能を創りたい」
というはやる気持ちを抑えて、その前に「そもそも知能の源泉は
どこにあるのだろうか？」ということをとことん探求したいと思
います。
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応用分野 制御学、ロボット学、生物学、哲学
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